CORONA 

IH クッキングヒータ ー( 家庭用) 


取扱説明書 


保証書別添付 


トッププレート幅 60 cm トップブレート幅7己 cm 

品番 IH—332TX(B) IH —332HTX(B) 
_ IH-332TX(S) IH-332HTX(S) 



•このたびは IH クッキングヒーターをお買い上げいただ言まして、まことにあ口がとラございます。 

•安をにご使巧いただ<ため、ご使巧前にこの説明書をよくお読みのラえ、十分理辭いただき正し< 
お使い < ださい。 

♦この取扱説明書は、いつでも利用できる場所に大切に保誓いたださ、必要なときにお読か<ださい。 
♦この機器には別添の保証書が巧いています。 

保証書に記載してあるお買い上げ日、販売店名などの記入、保証内容を確かめて保管してください。 
•来客者などがこの商品を使巧すると言は、その前に必ず取扱説明書の内容を説巧して<ださい。 

•本書を紛失された場合が、ご不明な点があればお買いホめ先または、もよリの「お客様ご相談窓□」 
(別紙記載）にお問いをだ<ださい。 

♦工事説明書を工事店または、施工主か6必ずお受けおリください。 

•この商品を使用できるのは曰本国巧のみで、国外では使巧でさまだん。 

This appliance Is designed 干 or domestic use in Japan only and cannot be use 曰 in any other country. 





















特長いろいろ 


IH クッキングヒータ 


ガラスタッチが天面操作_ 


雲鹤ミ離。ちせ 


力"ラスタツチキーの操作部が光つて見や 
す<、なべの中を見なが6义力調節で言 
まず。 


左謀; 


- 夕 一 3kW 

場沸かし 


3 kW の高义力ですば巧くお湯を沸か 
し、沸騰した6自動で保温します。 


IH の义力がパツとわかる 
細巧ータイン表示 

- -- 

調理火力に応じてトツププレートの 
表示郎が@0@0@の3段階 
に変化して、調理乂力が一目で確認 
でままず。 


一般的な注意事項をガイドする 
「標準 モー ド」 とエラーが 発生 
した場含の動作を説明ずる「注 
意モード」の選巧ができます。 


赤外ぶ織する 


調理中に一定時間本体から離れると、 
ちをのために乂力の但下や加熱を停 
止して、うつかりミスを防ぎます。 


気にな 
カツト！ 


たる煙•ニオイを 


卜する脱煙機能 


脱煙フィルター（プラチナ触媒）が 
ヴリルを使用したときに出る煙が二 
オイをしっかリカツトします。 



「姿焼言」「つけ焼言」「切身/〒物」 
3種類の乂ニューを選ぶだけで焼ま加 
減を自動コントロールして焼き上げ 
ます。また、焼き加減を見なが6手 
動で焼くこともできます。 


ヴリル受け曲に水を張6ない両面焼苦 
水なしヴリルで、表面はカラッと中は 
ジユーシーに焼さ上げます。 

また、ヴリル受け皿はフッ素樹脂加工 
で、サッとふくだけでお手入れ簡単。 
さ6に、ドアーを開けた6下がるドア 
-式。魚が取リ出しやすく、がけど防 
止に配慮した構成です。 



IH クツキンヴヒーターは 
义を使わない電磁誘導加熱方式 
です。 


加熱のしくみは…… 

加熱コイルに電流を流すと磁力線 
が発生します。そこに鉄系のなべ 
を置くと、なべ底に3ず電流が生 
じ、なべ自体が発熱します。 



/パクツキンクと一夕一 の魅力 


2使いかた 

加熱調理（左ち卜夕—)………1己〜16 
ミ夏を沸かす（左ちヒータ ー） ……17〜18 

揚げ物（ちちヒーター) . 19〜20 

ラジエントヒーター . 21 

タイマー 


(左ちヒーター•ラジェントヒータ ー). 22 

グリル調理をする前に……23〜24 
ヴリル伯動調理•手動調理）…25〜26 

音声がイド . 27 
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3点お-お手入れ、化 


お手入れ . 
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..... 33〜36 
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特に注意して L 、ただきた L にと r 必ずお守 IJ ください/) 

お使いになる人巧他の人への危害や財産への慎害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、 
つぎのように説明しています。よくご理辭いただき正しくご使巧ください。 

■表示の內容を無視して、誤った取り扱いをしたとをに生ずる危害や損害の程度により、つぎのよラに 
区がして説日月していまず。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、『人が死こまたは重傷を 
負ラ恐れがある』内容ををしています。 

A ま后、 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、『人がけがをしたり物的 
損害を受ける恐れがある』内容ををしていまず。 

■お守りいただく内容を、つぎの給表示で区分し、説明していまず。 

0 ( S ) ® 0 

この絵表示は、してはいけない「禁止」の内容です。 

〇〇 

この絵表をは、必ず実巧していただ<「強制」の巧容です。 


A 警告 




〇 


揚げ物調 S 中はそばを離れない 






炒め物、焼き物など油を使う調理をするとき 
もそばを離れないで、加熱しすぎないよラ义 
力調節をしてください。 

もし、油煙がるく出た6すぐに電源スイツチを 
「切」にして<ださい。 

加熱を続けると発义します。 


〇 


揚げ物調理には必ず付属の 
天ぷ6なべを使い 
中央に置く 



左ちヒーターの「揚げ物キー」を巧うこと 
底に凹凸や、そリのあるなベを使つたり、ラジ 
エントヒーターを使いますと温度制御装置がは 
たらかず、油の温度が上がりすぎて义災の原因 
になリます。 



が屋の巧ぷらち！ぺ 
を左を ヒークーに 
のだで、場げ巧キ 
—を语う。 


〇 


揚げ物調理の油量は 500 g 
W 上で調理する 



油の量が少ないと温度が上がリすぎ、乂災の 
原因になリます。 




















感電や異常動作によるけがの原因になります。 


0 トツププレートの上に、なべ • 
かかん-フライパンなど調理 
器具 W タトのもの（力它、ジトコ 
ン□•ボンベなど）は載せない。 

誤ってスイツチが入った時加熱され、义お•撮 
発-やけどなどの原因にな u ます。 


〇 使用後は電源スイツチの 
「切」を確認する 



义災の原因になリます。 

•長期すなのとまは、ブレーカーを切る。 


0 


吸•排気□カバーやずま間に 
ピンが計金などの異物を 
入れない 

0及-排気□に指わ入れない 


\化 


吃 


0 トツププレート（ラジェント 
ヒーター）の上に巧を置かない 



义巧の原因になリます。 

• 新聞紙-雑誌-ふまんなど燃え巧すい物を 
トツププレートの上に置かない。 


© アースを確実におリイ寸ける 



• が障や漏電のときに感電する恐れがあリます。 
• アースの取り付けはお買いホめ先にご相談く 
ださい。 


^可燃物を近づけない 



义巧の原因になリます。 

• 新聞-雑誌*ふきん-カーテンなど燃えやす 
し、物を器具のそばに置いたリおづけない。 


A 警告 


方 

U な 
たれ 
だ、-慣 
わな不 
使だのい 
でさいな 
けれ巧だ 
だふリむ 
供にお使 
子巧、で 
い幼たけ 
幼乳まだ 

0 








ミ主意していただきたいこと 


必ずお守 IJ < ださい. 


巧昭禁止 


絶巧に分解-修理-な造は 
巧わない 


么警告 


0 




♦ 义巧 • けが*感電の原因になります。 
•故障したとまは、電源スイツチとブレー方一 
を「切」にして使巧を中止し、すぐに修理 
を巧頼してください。 

修 i 里はお質いホめ先にご相談ください。 


トツププレートに衝擊を 
加えない 



本イ本に水をかけない 


水めれ泉化 




1护 _I 


本体巧部の電気卽品に水がかかり感電’ 
ショート■巧障の原因になます。 


「高温ミち意」ランプが点の、 
g 扭）点滅中はトツププレートか 
^その周进の金属部に輔れない 


高温注意ランプ 
点巧、点滅中! 



•ひびが入ったり、割れた場合、そのまま使 
〇と加熱しすぎたリ異常動作、感電の原因 
にな口まず。 

•ひひ’割れが生じた場合は、電源スイツチと 
ブレーカーを 「切」にして使雨を中止し、 
すぐに修理を依頼してください。 

修理はお貫いホめ先にご相談ください。 


高温のためにやけどをします。 

※高温を意ランプが消えてもすぐには肖も6ない。 




























0 


A を 



生詰がアル 5 道など 
なべ W タトのものは載だない 

ち詰やスプレーち、アル吉製レトル 
トパックなどの密閉容器は破裂して、 
けが-やけどの原因になリます。 

アルミ泡や金属のスプーン*フオーク 
などをなべの横にのせると、ホ熱して 
やけどの原因になリまず。 


0 


空だましたリ、加熱しすぎない 

•なべが熱くなり、やけどの原因にな 
u ます。 

• なべの破損-本体の故障の原因にな 
ジます。 

※なべの中に水を入れずに、レトルト 
貪品やアルミパック食品などを加熱 
しないで < ださい。 

X フ5イパンの予熱などは長<加熱し 
ないで < ださい。 


0 


本体前方に物を置かない 


义災の原因になります。 


〇 みそ汁がカレー•シチューをあ 
たため直すときは、弱义でかき 
混ぜながら加熱する 


なべ底に沈んだかそがはじける恐れが 
あリます。 

カレーがシチユーがとつ沸し、やけどや 
けがをしたリ本体のが晴の原因にな0 
ます。 


0 



なべの下に紙などを敷かない 

Qy 

なべの熱で紙が焦げるなどの原因にな 
ります。 

0 

卜、ジブプレートの上で 
直接調理しない 


発义したり、異常動作をすることがあ 
ります。 

X 魚を焼いたリ、しよラゆや汁などが 
たれる調理をしないで < ださい。 

0 

なべをで安定なげ態にしない 

トツププレートのふちに秉リ上げてい 
ると、落下などによリ、けが■やけど 
①原因にな1：)ます。 


調理-續沸かし W タトの目的で 
使わない 

異常加熱-異常動作によるがけどの原 
因になジます。 


〇 

居師と巧投 

ム臓田ぺース乂一力一を 
お使いの巧は、本製品の 
ご使用にあたって医師と 
よ<ご相談<ださい 

1 

本製品の動作がペース乂ーカーに影響 
を与えることがあります。 

(§) 

なべ • なべのおっ手などの 
高温部に站!れない 

接 的 禁止 

やけどの原因になリます。 

X 調理中や調理後のなべ本体、なべの 
取っ手は調理物の熱で高温になリます。 

巧胜篇化 

トツププレートは使田後しば 
6< の間、なべの熱で熱くな 
っているため手を削れない 


やけどの原因になリます。 

〇 

お手入れはぶえてか 6 おこな 5 

がけどの原因になリます。 












特にミ主意して L 、たださたし にと 必ずお守リくだをい/) 


" A を意 


( 揚げ物調理 ) 

/ C 、 化の器具（方'スこんろ）巧 
( X )化のヒーターであ 6 かじめ 
加熱した油を使わない 

温度制御装置が働かず、異常加熱し 
乂災の原因になります。阳怖 
•揚げ物調理は、必ず r ； 新キーで 
行5。 

A 油煙がをく出た 6 
電源スイツチを切る 

油が高温になっています。続けて加熱 
すると発义し、义おになります。 

A 揚げ物調理中は油の飛び散り 
W に;'ま意し、顔をおづけない 

油が飛び散って、やけどの原因になり 
ます。 


( ヴリル調理 ； 

ヴリル受け皿にたまった脂、貪 
品くずなどを掃陈して使用する 

温度おミ日が働かず調理物が発义するこ 
とがあリます。 

•続けて焼くときは、その都度たまっ 
た脂などを掃除してください。 

イ> 調理物が発煙•発义したと寒 
はすぐに電源スイツチを切る 

•おが消えるまでグリルとび6を引き 
出さない。（空気が入0、炎が大ま 
<なリます。） 

•ヴリルとび6 (ガラス窓）にかをか 
けない。（ガ5スが割れます。） 

使用中は本体か 6 離れない 

調理物が発义することがあります。 

• 本体か6離れるとさは、必ず電源 
スイツチを切る。 

^ 使巧中、使巧後しば 6< は 
(W ヴリルとびらなどの高温部に 

jssmt 魄れない 

やけどの原因になリます。 

X グリル使雨中、使雨後にヴリルとび 
らとその周辺が高温でもトツププレ 
—卜の「高温';ま意」ランプの点巧は 
しまだん。ごミ主意ください。 

必要 W 上に加熱しない 

調理物が発乂することがあ口ます。 

/〇.とび 6 スイツチ巧に 
異物を入れない 

本体の巧障、感電の原因にな口ます。 

使巧後は必ずお手入れをする 

食品くずや脂分が残ったまま調理する 
と、発煙•発乂の原因になリます。 




油の飛ひ散 IJ を少、なくずるために 

•材料をきちんと下ごし6えする。 

• なべの内側に水滴が巧いたまま油を入れない。 
• 油温が適温にな6ないラちに材料を入れない。 
(油温が上がって<ると、油が飛び散リます。） 


トツププレートに重いものを載だな し、 


♦ トツププレートにひび割れやそリが起こリ、 
巧障の原因になる恐れがあリます。 

•使巧で言る重さは、内容物を含めて左ちそれ 
ぞれ 20 kg までです。 

•使巧しないときも、重いものをのだないでく 
ださい。 


トツププレートがなぺ底がめれたが態 
で加熱しない 

•なべ庭か6湯気が吹き出し、やけどの恐れが 
あまず。 


ヴリル受け皿にアルミ港が 
市販のヴリル石を入れない 

• 発煙*発义-巧けどの原因になります。 


磁気の影響を受けかすいものを 
ぶづけない 



• キゎツシユカード • テレホンカード•自動 
巧札巧定期券-フ□ツビーディスク.テー 
プなどを、トツププレートにのだると記1意 
が消える恐れがあリます。 


卜、ジププレートの上で、 IH ジた一が:節器 
など電磁誘導加熱の調理機器を使わない 

■瞄力線によ0器真が故暗ずる原因になリます。 


ヴ IJ ルとび6を持ち上げなが6 
引き出したり、藝いよく引き出さ なし、 
ヴリルとび6を引き出したが態で物を 
のだたリ、上か6強い力を加えない 

♦ ヴリルとび6やグリル受け皿が落下してけが 
をした。、 器具を破損する原因になリます。 


ヴ U ル受け皿の前後を逆にして 
たツトしない 


•グゾルとび6が破損したり、グリルとび6の 
引ま出しがでさな<なる原因になリます。 


テレビやラジす、リモコン付ま電気 
製品は 3 m W 上離ず 



• 雑音や誤動作の恐れがあリます。 


赤外線が出る暖房機器（ストーブなど) 
を本がのおくか本がに向けて置かない 

• 人体たンサーがストーブなどのホ外線を感 
ミロして誤動作することがあリます。 


天面操作部に汚れが水などをつけたり 
異物を置かない 

• 天面操作キーが誤動作することがあります。 


使用前に 

使用上のお願い 


使用前に 










使規前に 

使えるなべについて 


親巧か^勿な篇 


巧 M でちの妝げによ0、巧えるなベと使えないなべがありまず《 
なぺは、お西ま人»品をを巧含巧定の MIBDIMEDCBMP 
マークが ごいたなべをおなめします。 

なべ底の巧いをのや度が反つているフライパンは、巧火でチ 
巧ずるとホおずる場さび巧0まず， 


独域间 


IH ヒーターで使えないアルミ竹巧なベが巧えますが、 IH ヒーター 
にくらべヒーター义力は巧<なりまず。 


がしく購入ずるとま 


を 


を 示マークを 
巧巧して<だ 
さし、 


mm fgom cliaa) 


なべの巧 巧 

IH ヒ ーター 

5ジェントヒーター 

な、 お a 巧 
がおホー□— 

〇 

〇 

© 

• ホーローなべの巧巧 （ W ベ巧び薄いわのなど）にぶつては、 

巧ださすると WS ® ホーローが巧けることび巧リます ♦ 

-7 有 巧巧ステシレス 

ア （巧- 0) 

〇 

〇 

一 — W なべ 

(18-808-10) 

— , • O.SmmlU 上 

f A O . SmmUU : のをの 

V V は义力が巧<なる 

ことび友リまず， 

〇 

^ r 

^ ~ J なべほの!*さ 

人 •1.5 mmiU ± 

/\ 义力が0<なごに 

/ \ 口巧えないをのげ 

あ IJ ホす， 

ホ》 巧 なべ 
(クラッドなベ） 

«!(によつては义力が巧 
<なつた U * えないをの 

A がをリます. 

/ \ *3* で巧いだに»を 

巧んでいるをのや、 

巧が 18-0 ステンレス 
のちのは巧えまず， 

〇 

蓋に <0^ 辟 

X 

〇 

的煩 方ラス 
巧 巧 器 

(± なべ•むラミツクスなベ） 

♦主なク 

'a •防 

X 

くの MMgl は riHfflj と表示さ打ていてを 
ごい. 

[どによつては、本装おびが闻します。 
•ターげち通になると通«をコントロール 
こ力が«< な 、)、うまく «がきません。 

A 

•± なべの度びす n ると，卜 
ッブプレートを巧なけるこ 
とが巧0まず* 

♦度が巧ラスのなぺは巧れ《 
ことげ巧 0 まず， 

■巧げ巧には、おず巧巧の天ぷらなべをお使いください。 （<^12 - 19ぺージ） 
•使えるなベでも、が « やなべをの 巧み、 ち巧•おげによリ、义力び巧くなリまず。 
































なべの开ミが 


4 左 ヒーター 調節 
つまみを回す 

• ヒーターに通電 
されます。 


义力が ( 
弱くなる'! 


义力が 
强< なる 


回す) 


トツププレートの光るパワーサインが点減。 
なべ無し自動 OFF 機能が働き、なべは加熱 
されまだん。 



•約1分後に光るパワーヴインが消灯し、 
自動的に通電が止まリます。 


使えないなべのとき 


3 左 ヒーター 調節 
つまみを巧す 

•調節つまみが化る。 
•左ヒーター表示部に 
「5」が点)威します。 




ク電源スイツチを入れる 

^ •電源ランプが 


点好します。 




トツプブレートの光るパワーサインが点巧。 



点な 

(巧る"ワーサイン） 



確認した6、すぐに左ヒーター調節 
つまかを押して通電を切る。 

■使えるなベと見巧けて电、巧質がおがに 
よっては义力が弱くなる場合があリます。 


使えるなベのとさ 


1水を入れて 
I なべを左 ヒーター 
の中央に置く 

※をちどち6のヒータ ■ 
一でち確認でまます。 



矿\\ 


IH ヒ-夕-で總麵単な方法 


ガス直义巧応 W タトのなべ 
直义用魚焼器（ホー□一） 
はトツププレートに落着 
する可能性があるので使 
巧しないで < ださい。 


0 


I 耐熱ホー D — W タトのホー□一なベ 
I なべ底に凹凸があるなベ 
ヒーターの損傷や寿命を縮める原因に 
な U ます。 


X 


直径に cm 未満 

( トツププレート中央の囲み W 下） 


中華なベなど 
直の丸いをの 


•約 4 mm 上のそ口や脚があるもの 



巧 4 mm む上 




なべ底の厚まび 0.6 mm W 下のをのは 
なべ庭がそることがあ U ます。 


• 底び平6で直径約12〜 26 cm のなベ 

〇 口 

1 2 cm 〜2日 cm 


• 底が平6で厚手のなべが適しています。 
• 直径 18 cm LU 下のなべが使えまず。 

〇 な 

(1 H ヒーターで使えないかさな5ルクパンなど） 


ラジェント ヒーター 


IH ヒーター 


使用前に 
























M 使用前に 

1 1 H クッキンヴ ヒーターの 機能 


使い方賊15〜20 . 22ぺージ 


をヒータ • 

3000 W 


( IH ヒーター) 


光るパワー 
サイン 


左ちヒーターの义力(；^ 
応じて3をに光り、加或 
状態をお知6だします 


煮る、ゆでる、娩<、いためる、蒸す、績を满かす 
などの加熱調理、揚げ物調理に使いまず。 


調理 

タイマー 


• 火力「8」〜「3」は 
1分〜3時間までたットでさます。 
《义力「8」( SkW ) は、最大10巧間しか加熱しま 
せんので、10お後の巧り時間は、义力「7」で 
加熱します。 


乂力「2」 • 「1」は1分〜5時間まで 
它ツトでまます。 


使いち腐"23〜26ぺージ 


グリル (両面焼き-自動ヴリル） 

2050 W ※別に賴媒用ヒーター 300 W 
♦脱煙機能くプラチナ納媒）でヴリルから出る煙 
をしつかリカツトします。 

♦水を入れない闹面焼まなので、方ラツとこんが 
リおいしく焼き上げます。 



調理 

タイマー 


• 1分〜29巧まで它ツトでさまず。 
■切リ忘れ防止機能を優巧しますので、 
使巧途中でのタイマーたツトは調理 
経過時間によつて最大設定時間が冥 
なます。 


7/=： 


高涅注意ま巧 


使巧後や電源を切った後もトップ 
プレートが熱い間は点滅してお巧 
6だします。 

温度が下がると自動的に消口します。 
左ち ヒーター、 ラジェントヒ ーター 
通電中は点灯します。 

グリルヒーターは通電中でも点な 
しまだん。 


※ラジエントヒーターとの同時使巧はできまだん。 




すべての ヒーターに 
働きます 

■切 U 忘れ巧止機能 



切リ忘れても、最終キー操作後一定時間が過ぎ 
ると、自動的に通電を停止します。 

•をヒーター . 約4已分 

•ちヒーター . 約4已分 

•ラジェント ヒータ ー -- 約4 己 分' 

• ヴリル . 約30分 

(ヴリル操作キーを押したときから約30巧後に作動しまず。） 
※タイマー它ツトしているときは、タイマー它ツト時間 
まで停止しまだん。 


■チトイルド □ツ クキ —（ 防 *28 ベージ参照） 

チトイルドロックキーを約2砂間巧し輪けると、 
チトイルド□ックランプが点けし□ックとなリます。 

11 ルさなお子さまがいる家庭でも安むでず。 


左ち のヒー ターに 
働ままず 


■温度過昇防止機能 

調理中、なべ底の温度が異常に上がると、 
自動的に通電を切.入してコントロール 
します。 

((巧音声でおミ日6だ 

■なべ無し自動 OFF 機能 

なべを外すと光るパワーサインが点滅し、 
約1分後に通電を停止します。 

(( g ) 音声でおがらせ 














ヴリルに働きます 


■ヴリルとびら開閲お知機能 

ヴリルとび6が開いたが態では、自動的に通電 
を停止します。 

(( g ) 音声でおな]百だ 

■ヴリル異常高温お知機能 

ヴリル庫内の発义などによって温度が異常に上 
がると、自動的に加熱を停止して異常表をでお 
知らだします。 


(( g ) 音声でお知6だ 




イ本たンサー (ォート） 

外線で人を感知し、そばにいない塌含は 
をのため义力のお下や加熱を停止しまず。 



■ 、 

ガラスタツチ I 巧面操巧郭 

• なべの中を見なが6操作がで含ます。 


ちヒーター (IH ヒータ ー） 

3000 W 

煮る、ゆでる、焼く、いにめる、蒸す、爆を沸かす 
などの加熱調理、揚げ物調理に使いまず。 


調理 
夕っパ— 


• 义力「8」〜「3」は 
1巧〜3時間まで tz ットでまます。 

《义力「8」( 3 kW ) は、最大10巧間しか加熱しまだん 
ので、のお後の巧リ時間は、义力「7」で加熱しまず。 

♦ 乂力「2」 • 「1」は1お〜5時間まで 
たツトできます。 


■付属品 天ぶ今なベ （1 個） な 

•揚げ物調理には必ず使巧してください 。V 
※天ぶちなべに巧属の注意書をお読みください。\ 

• 揚げ物調理むタトには使巧しないでください。 
(塗装がはがれる場さがあリまず） 



ラジェント ヒーター に 
働きます 


■ラジェント□ツクキー 

(@=28 ページ参照） 

ラジェント□ックキーを約2秒間押し輪け 
るとランプが点灯し□ツクとなります。 
やけどや誤操作を防ぎます。 



X ヴリルとの同時使巧はでさまだん。 

使いち原15〜20 • 22ぺージ 



ラジェントヒーター 

1250W 

•発熱線で熱を発して加熱しますので、 1 H ヒーターで 
使えないアルミなベや銅なベが使えます。 


調理1 • 

タィマー 


乂力にかかわ6ず1分〜99巧まで 
むツトでままず。 


使いち唆21〜22ページ 


使用前に 





















使用前に 

各部のなまえとはたらき 


天面表示部 


ヴリル表示ランプ 


高溫注意 

ヴリル 弓ジェント 

イ^) foV )- 


左ヒーター表示部 


ヴリルタ ニユ- 


を烧きつけ挽き切身/干校手動 

〇 〇 〇 


温度巧0 巧0湿度巧口 

恩離瓣離島 

，讀總 i 鞋讀總 


の • 排気□わバー 
左ヒ ーター (IH) 
巧るパワー サイン 
^- ッっ -^ レート y 


天面操作部 

(ガラスタツチ） 


※天面表示卽は説明のため 
を点灯の状態を示しています。 


-高温注意ランプ 

ラジェント ヒーター 
表示ランプ 


ヴリルタニユー選が 
表示ランプ 


ちヒーター表示部 

ヴリル/ラジェント 
ヒーター表示部_ 

ィ フジ IL ントヒ ーター ) 

— C ちヒーター （ IH ) つ 
— 巧忌 7" の— ヴィン j 
^—— ( 凸マ-夕三 

\ 〇印!部4ヶ戸斤 

•なべをや巧に置く 
一ろ 目をの表示マーク 

です。 


ヴリル焼綱 

C 消耗卽品） 

ヴリ ル受け皿 
ヴ IJ ル取っ手 
ろリルとび 6 


111/ 

\\yj 


l_C§> O-i 

立*ろ w * w " 。化！'】かぶ化巧巧の 


〇 〇〇 


广とびらスイツチ巧三 

ヴリルとび6を開けると 
通電を停止します。 


{ 電源スイ、ジチ） 
( 電源ランプ ) 

電源スイツチ「入」で点なし 
「切」にずると消ホ了。 

-I 本体操作部 1 

14ページにくわし< 
説明しています。 



※イラストと実のはかし萬な IJ ます C 


言馬奪を賣お茨夏=化跡嶋砂養ずク 


6種類のアラームがそれぞれのが態を お知らせしま 

アラーム①種類 が態の巧容 _ 2 

ピッ 操作部の咨キ ー• 調節つまかを操作したと ！■ 

き(加熱開おなど）_ _ 

をちヒーター、ラジエントヒーターの义力調 t 

_節で、これむ上「弱」側に設定できないとき__ - 

己こ 雨熱停止操作 ■ 設定解除操作を行っ たとま t 

操作部のをキーを受け巧けない とま ■ 

タイマー時間終了のとま、ヴリル自動調理 ' 
終了のとき、自動續沸かし終了のとま 


ア5—ムの種類 

状態の内容 

ピピピ… 

エラー童をととをに鳴る（連編10巧間） 

ビピッ (10 巧間） 

能底が高温になつたとき 

ピピッ(己回） 

攝げ物で設定温度に到連したとき 

ピピッ (1 回） 

左ちヒーター、ラジエントヒーターの义力調 
節で、これ W 上「強」測に設定できないとき 














操作部 




B 


.音声ガイド im 


■^1 





る 


クリ-ニンクランプ 


ク リー ニンヴ キー 


電源スイツチ 


人体たンサー 


グ U ル乂ニユ 


揚げ物キー 


火力調卽キー 


養沸かしキー 


チ1^ィルド[]ックランプ 


ラジェントヒーター調節つまみ 


タイマー動作中に点の 
•をヒ ーター 
•グリル 

ラジェントヒーター 

•ちヒーター 


チトイルドロック中に点灯 

グリルタイマー合わだにをほいます 。 J -- 


、をヒーター調節つまか)一一 ■ 

をヒーターの「切/入」と义力調節、タイマー合わだに使います。 


たジェント□ツクランプ) 

ラジェントロック中に点な 


チトイルド□ツクキー 


タイマー動作ランプ 


ちヒーター「切/入」と 
火力調節、タイマー合わだ 
に使います。 


ラジェント□ツ クキー 


ちヒーター調節つまみ 


タイマ-キ- 


ク リーニング中に 
点なします。 



人を感知しまず 


音声ガイド設定ランプ 


本体操作卽 



Xラジエントヒーターの 
义力を謂!節でぎます。 
(应>21ベージ参照） 


©強< なる 
@弱くなる 


揚げ物 


天面操作部 

(ガラスタツチ） 


-左ヒータ ー（ IH )} 


ご注意 


加熱やにガラスタッチ卽を約5妙間押し続けたと 
さ、また水が巧いたリ物が郎れたときは、自虫れる 
前の動作にもどリます。 


使用前に 































り 使いかた S 

2 如]熱調 1里(をちヒータ ー )n 


I をヒーターを使ラとき（ちヒーターも同じです) 


るバワーサイン 


準備 


♦なべに巧料を入れ、ヒーターの中央に置< 
♦電源スイツチを「入」にする 



巧面操作部 


\ I 〇 巧+牛虔雁スイツチ 

臟ホな括細 

" OTKiT " 

で 


ちヒーター調節つまみ） 
心をヒーター調節つまみ 


「左ヒーター調節つまみ」を巧す 

►調節つまみが出る。 

• 調節つまかを押しただけでは安全の 
ため、ヒーターに通電されません。 


お 



を 1 H ヒータ ー 



点灯 I 

；-f<：g§3 

(天面表を部） 


天面操作卽 

2 辰)@| ( 义力調節 キ -：) を押して 

义力を選び調理する 

►おるパワーサイン（桓色）が点巧。 

►き動的に乂力「5」 （1100 W ) でスタート。 

►乂力は納れるごとに変わる。 

(_ 义力 「1 j ~) ( 火力「8 」 ) 

とろ义り 20 W 相当）_湯沸かし （3000 W ) , 


を 1 H ヒーター 


U 弓 I 姻 



( 光るパワーサイン） 


►光るパワーサインは义力によってランプの色が変わる。（瞭16ページ参照） 


■ 「左ヒーター調節つまみ」を回レて 
义力を設定したとき 
►自動的に义力 「已」 （1100 W ) で スター ト。 

► 义力の調節は調節つまみを回して設定して 
<ださい。 

►义力「8」 (3 kW ) の設进ま、調節つまかを 

ゆつくリちにまわしてください。 A W 、. 

調節つまかを速くまわしたときは、义力「7」に設定した後、さらにもう一度も(し回してくすしさい。 

• お漏を沸かすとまにご使用 < ださい。 

•义力 「8 i (3 kW ) で約10分間使巧すると白動的に义力「7」に下がリます。 


Q 調理が終わつたら 
ク「左ヒーター調節つまか」を押し込む 


お 


を IH ヒータ • 




片点口〕 


(天面表示部） 


► ヒーターの 通電が切れます。 


C 電源スイツチを切る J 


15 











义力調節の目安 


光るパワーサイン 


※通常の炒め物、焼言物調理は、义力「7」 （2000 W ) ま 
でで巧分調理できます。 





な登色') 


湯沸かし 

3000 W 

強义 

2000 W 

1已〇 OW 


1100 W 

中义 

800 W 


己00 W 

弱乂 

300 W 

とろ义 

に 0 W 祖当 



♦だし汁などを煮立てる 
•肉類を焼く 


• おでんなどをくの量を煮込む 
•煮魚などの中义料理 
♦卵料理は少し弱め 


♦カレー‘ボタージユなど粘性のある煮込み 
種固ミ巧 

煮込み中は、巧料を数回か言混ぜる 



をヒーターの同時使用について 


■総電力が4800 W を超えないよラに、 
各ヒーターの最大乂力を自動的に調節 
します。 

•をちヒーターとヴリルを同時使用した 
場合は左ちヒーターの最大火力を自動 
的に制御します。 

ラジエントヒーターとの同時使用も同 
様に制御します。 

• グリルとラジエントヒーターの同時使 
巧はできまだん。 


_[义力組みをねだ例] _ 

左ヒータ ー] ちヒーター1ラジエントヒ-夕-1^ ヴリル 

广另 J (3000 W ) 「6.1(巧00 W ) —-_—— 

「6 j "500 W ) /81 (3000 W ) 一一_- _ 

「6 j (巧00 W ) 「7」（2000 W )_ (1200 W ) _—— 

「3 j ほ 00 W ) _「7,_1 (2000 W ) _— C 2300 W ) 

广4」（孤卵〇 「6」（1500 W ) — (2300 W ) 


- C ぉ願ぃ ) - 

•フライパンの趕類によつては、高温になり 
すぎて底面が赤熱して変斤さすることがあ口 
ます。 

乂力を下げてご使巧ください。 

• 少量の油を入れてぞ熱する場合や予熱した 
フライパンに油を入れると、油の温度が急 
激に上がリ発义ずる恐れがあリます。 

■ヒーターの义力が強い塌合、なべ、やかん 
の斤ミ状によっては振動したリ、嘉気が勢い 
よ < 出る恐れがあまずのでミま意して<だ 
さい。 

•みそ汁などをあたため直すとまは、弱义で 
かき混ぜなが6加熱してください。 

強义で急にあたためると、なべ底に沈んだ 
かそがはじけることがあリます。 


- ( T おミ日らだ） - 

•電源を切っても、トツププレートの温度が 
約60でになるまで「高温を意」の点滅表示 
を続けまず。 

本体巧卽の温度が高いときは、約30秒間 
ファンが回る場合があります。 

•調理中、なべの種類によっては「ブ ーン」 
や「ジ ー 」 などの共振音がすることがあり 
まずが、巧障ではありまだん。 

•左ちヒーターを同時に使巧した場さ、共鳴 
して金属音がすることがありますが、故障 
ではありまだん。 

• IH ヒーターの使いはじめに、本体内部にあ 
る聰力発をコイルか6においが出ることが 
あ口ますが、ご使巧にともない出な<なリ 
ます。 

























A 使いかた 

2 湯を沸か 


グ户ぶちとーター J し与動湯沸かし 


公 


U 


I 左ヒーターを使うとき（ちヒーターも同じです） 


巧るバワーサイン 


準 備 


2 


♦底の平6なやかんやなべに1〜 2L の水を入れ、ヒーター 
の中央に置 < (たンサーが検知で言る龍囲） 

♦電源スイツチを「入」にする 


「左ヒーター調節つまみ」を巧ず 

►調節つまかが出る。 

• 調節つまみを押しただけではををの 
ため、ヒーターに通電されません。 


. で"；占.. . 一 ... •••.. .一… 

天面操作部 

@ (須沸かし キ -) を押す 

パワ^5サイン（ホ色）が点巧。 

► 自動的に乂力厂 8j (3000W) でスター ト。 
►沸まあがるとアラームが鳴り、自動的に 
义力「3」 (500W) で一定時間保温した後、 
加熱を停止する。 

•化るパワーサインが燈色へ変わる。 



巧面操作卽 


适 Sli 


電源スイツチ 
.本体操作部 



.ちヒーター洞節つまか） 
左ヒーター調節つまみ 


を 1 H ヒータ ー 


巧す 



点挪 

(天面表示部） 


ち IH ヒーター 



(化るパつーサイン） 


■水の量を設定する場台（水量設定モード） 

《トッププレートが窝温の場合に使诏 

► @0' 員沸かしキ -） を 2 度押す 
•設定水量は自動的に nu に入る。 

►調節つまみを回して「1〜 3L」 の節囲で水量を 
設定する。 

►光るパワーサイン（ホ色）が点阿。 

な 

►沸含あがるとアラームが鳴リ、自動的に 
火力「3」 (500W) で一定時間保温した後、加熱を停止ずる。 


だ IH ヒータ ー 



画 


卜点を 


を IH ヒーター 


图 


(水里を 2 L に設定した場を） 


途中で自動漏沸かしをお消すときは、圆表示が消えるまで 
@(湯沸かしキ ー) を押してください。 _ 


Q お湯が沸いた6 

一「左ヒーター調節つまみ」を押しをむ 


ヒーターの 通雲が切れます。 


電源スイツチを切る 









湯沸かし機能を正しくはたらかせるために 


♦底が平6で厚手のケトル（やかん）かなべを 
ご使用 < ださい。 


•底が変おしたケトル（やかん）やなべを使巧 
すると沸とラお知6だアラームが鳴らなかつにIん 
遅れて鳴リ空た"言になる場合がありまず。 

♦自動湯沸かし中に、グリルまたはラジェントヒ 
-ターを使巧すると、自動的に水量 i さ定モード 
になることがあリます。 

この場合は、か量を設定してご使用ください。 


♦水の量は、容器（満水容量）の約60%までに 
してください。 

♦大言ななべで、3しまで 

I " ' W * ir'S • ,、 • ， T 8 マ— I で ••— -SV ••ク•ク•で••ク ". T - T . ,•••"? •••••7. 

♦適切な水量は1〜 2L (ふさこぼれ防止のため） 

• 水量設定モードで湯沸かし加熱をする場合は、 
1〜 3L まで水量設定が可能です。 

■■ パ， -,；.»? パ；.ン：•で •••• 。？二*’ ■!. >- > ••リ 9 

♦續沸かし中は、ふたをしないで沸かしたり、湯 
沸かし中に水などを加えたリしないで<ださい。 
(たンサーの横ミ日がで含ません。） 



<；ぉミ日らだ）- 、か 


-- C お願ぃ J - 

• 揚げ物調理後など、トツププレートが熱い 

塌合に (g パ湯沸かしキー）を押すとを全の 

ため水量設定モードで動作します。（水量を 
設定してご使巧 < ださい。） 

•湯沸かしと揚げ物調理は、織消費電力を 
4800 W 切巧に抑えるため、同時には使巧 
でさまだん。 

このよラな塌合は、攝沸かしを通常加熱で 
巧つてください。（崎1日ぺージ養照） 

■ (g) (漏沸かしキー）は水け外（だし汁や 

スープ-ミルク）を沸かさないで<ださい。 
沸とラしてふ言こぼれたリ、空ださになる 
場合があ1：)ます。 

•湯沸かし中にケトル（やかん）がなベを動 
かさないでください。湿度它ンサーが正し 
<働かなくな口ます。 

• @ ( 湯沸かしキー）で焼さ物 • 妙め物調理 
をしないで < ださい。 

义力が強すぎるためなベでフライパンがホ 
熱して変形することがあります。 


•電源を切つても、トツププレートの温度が 
約60で iu 下になるまで「高温ま意」の点滅 
表示を備けます。本体内卽の温度が高いと 
きは、約30秒間フアンが回る場合があリます。 

•@0 貢沸かしキー）は、义力300 0W で加 

熱するため、ケトル（がかん）巧なベの種 
類によつては「ブ ーン」 とか「ジーン」と 
い5音が少し大さ<なりますが故障ではあ 
1；) まだん。 

•1L 未満のかを入れた攝合は、沸とうのお知 
6だが遅れて、ふきこぼれた口空だきにな 
る撮台があリまず。 

•ケトル（がかん）がなベの形がによつては、 
沸とラする前に終了する場合があります。 

• トツププレートやなべ庭に異物が付着して 
いる場合は必ず取り腺いてください。 

湯沸かし機能が正しく働かないことがあり 
ます。 
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一方任》巧自日 
夕一历み 


(をちヒーター) 


A 使いかた 

2 揚げ物 




♦佩■の天ぶらなべに油が) 9009 (が 11 L ) を入れ、 
ヒ— ター 中央に面 <• 

♦ 必す巧 B の天ぶ6なべを使ラ • 

• 5009 (0.56 L ) ホ巧の油では親 i しない。 

♦巧巧スイツチを「入」にする 


天面 a げか 
1^スイツチ 


回ず 


船'; a ち180〜1说で 


& S レに4ち） 


お巧が終わつたら 

「ちヒーター拥節つまみ」を巧し込む 

► ヒーターの涅巧が切れます。 


■天旧巧作部で义力を設定ずるとま 

► (@©](乂力巧節キー）で巧の 
巧をおちを现節 （ のでごとに巧定できまず。） 

〔140つ 〔SOOj J 


「ちヒーター調節つまみ」を巧す 

►巧節つまかが出る， 

• 巧節つまれを巧しにだけではままの 
ため、ヒーターに iiS されまだん。 


化巧!！ 

み 


ぐぶ)(巧げ巧キ -) を巧ず 

► 巧るバワーサイン（巧を）がなけ。 

► 捉定溫 S は自®脚こ「巧0」に入る。 
► 設を®ちになるとアラームがちり、 
「180 j «巧ががまかろ点灯にまわる, 


(天面定巧が) 


ち M ヒータ ー 


揚げ巧調理中はそばを離れない 

■そばにいないことを人巧たンヴーび® 
巧してお)7巧 1 U 上ちるずると、巧®巧 
を有»的に140でにほ下しまず。 

♦巧 U 乂巧它ンヴーげ人を思巧ずるとち 
声ガイドで揉作手巧をちのします。 


お定温度までの所要時問は巧7巧です。 
X• おまぶな180で、史是90 Og ( 巧 1 L ) の巧含 


油温度の設定を変えるときは 
「ちヒーター調節つまが」を回す 

A A. , ■— 4 A. _ 


を H ヒータ‘ 











温度調自 l ] の目安 


140 

1已〇 

160 

170 

180 

190 

御 40 で 

約 1 日日で1 

約 160 で i 

約露 

御80で 

約 190 で 


I 麗 1 魅り堀晒 
を資稠^^'^^^^^^^^^^ 

[^魚雇饭盛樹毎 11^ 


•付属の天ぷ 6 なべで 
油90 Og (約 1L) を 
使った場合です。 

•詳しくは付属の 
クッキングブックを 
参照して < ださい。 


揚げ物調理のコ、ソとミ主意 



- C ぉ願ぃ J - 

•揚げ物調理は、必ず(2)(揚げ物キ ー） を押 
してご使巧ください。 

• なべ庭がそつたリ、変形したなべを使わない。 

• 付属の天ぷ6なべが変形した場合は追加購 
入して < ださい。 

(お買い求めの販売店に依頼） 

•なべ底-トツププレートのミちれ、異物は取 
リ隙いてください。 

•加熱を撒がこ6油を継ぎ足さないでください。 

•他の器具であ6かじめ予熱した油は使わな 
いで < ださい。 

• なべに油を入れてか6加熱してください。 


- Q お知6だ） - 

•電源を切っても、トツププレート①温度が 
約60で W 下になるまで「高温注意」の点滅 
表示を続けます。本体内部の温度が高いと、 
約30秒間ファンが回る撮合があリます。 

•揚げ物調理には、タイマーは使えまだん。 

• トツププレートが熱いときに撮げ物をする 
と、油の温度が設定温度よリイ岳くなったり、 
設定温度到連までの時間が長くなることが 
あます。 

( トツププレートを巧ましてか5使巧してく 
ださい） 

•揚げ物調理と湯沸かしは、総消費電力を 
4800 W 凹内に抑えるため、同時には使巧で 
きまだん。このような攝合は、湯沸かしを通 
常加熱で行ってくださし、。（腐 n 已ぺージ参照） 





























使いかた 

ラジェント ヒータ 




■ラジエントヒーターとヴリルは同時使巧できまだん 

C m —1 つ 


♦なべに材料を入れラジェントヒーターの 
中央に置<。 

•1 H ヒーターで使えないなべやかさななベで 
少量を加熱すると吉に使います。 

• なべ底が平6で厚手なベが最適です。 

♦電源スイツチを「入」にする 

_ . . ... 一•一^ , ••..一.'.. J 口•：••••••ぃ，，"’でマ.: V ••••.•••こ 

「ラジェントヒーター調節つまみ」を 
押す 

►調節つまみが化る。 

♦ 調節つまかを巧しにだけではちをの 
ため、ヒーターに通電されまだん。 



天面操作部 


\ c» S3-( -1 

wrnmmM^mL 

I ::〇 G ) 〇1 / 


•電源スイツチ 
.本体操作部 


.ラジェントヒーター調節つまれ 


ヴ IJ ル/ラジエント 


00 


巧す 



义力 

お中強 




H 点州 


(天面表示部） 


2 


「ラジェントヒーター調節つまみ」を 
回して义力を選び調理する 

► 乂力表示が点滅か6点灯に変わる。 

• はじめは、白動的に「中」 （500 W 相当）で加熱: 


表示 


や 

強 ] 

义力 

350 W ネ目当 

50 0 W 棺当 

1250 W j 



グ U ル/ラジエント 



义力が「中」.「弱」の場合、通電をコントロールす 
るため、ヒーターがホ<なつた U 消えたりしまず。 


巧 

(乂力を「強」にした場を） 


■天面操作部で义力を設定するとき 

► @ ( 乂力調節キー）で义力をワンタツチ調節 
► 押すごとに义力表示が変わる。 

r ►弱►中►強-1 


Q 調理が終わった6 

d 「ラジエントヒーター調節つまみ」を巧し込む 


ヒーターの 通電が切れます。 


電源スイツチを切る：) 


でお願い 


お手入れはやけどを P ちぐため、トツププレ 
-卜が冷えてから行って < ださし、。 

調理中は紙、巧.プラスチック聲の容器など、 
燃えるものはおづけないで<ださい。 


<お知6だ> 


電源を切っても、トツププレートの温度が 
約60で1^下になるまで「高温注意」の点滅 
表示を続けます。 

ラジェント ヒーターを 使むないと苦に□ツ 
クする「ラジェントロック」がでさます。 
(临 *28 ぺージ参照）。 
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使し、かた 


瓜レ，/ソ/一 

L タイマ—（をちヒーター•ラジてントヒータ ー) 


■左 ヒーターに 設定ずるとき 
(ちヒーター • ラジエントヒーターも同じです） 

C 準備 ^ 

♦なべに水が材料を入れ、をヒーターの 
中央に置<。 

♦電源スイツチを「入」にする 




天面操作部 


厂 1〇 ■里源スイッチ 

權作卽 

をヒーター調節つまみ 」 ~r L (ちヒーター调節つまみ） 
(ラジェントヒーター調節つまみ） 


「左ヒーター調節つまみ」を巧す 

►調節つまかが化る。 

• 調節つまみを押しただけではるをの 
ため、ヒーターに通電されません。 


を IHb — 夕一 



づ点灯] 

(天面表示卽） 


天面操作部 


ノ、1 广。り 

と[@@|(义力調節キー）を押す 

または「左ヒーター調節つまみ」を回して义力を選ぶ 


を IH ヒータ’ 


►光るパワーサインが点ホ了。 



(巧る パつー サイン） 


3 本が巧作卽 

〇 ® (タイマーキ ー） を J 甲し 

「左ヒーター調節つまみ」を回して 
時間を它ットずる 

► タイマー動作5ンプが点ミ咸します。 

已秒 iU 内に時間をたットしてください。 

♦己秒後に動作ランプ表をが 
点減か6点灯に変わる。 

※時間が亡ットされます。 

► 設定した時間の表ををします。 

► 残り時間は1巧刻みで減ります。 j 

(1 分下は秒表示に変わります） I 

ク 

► タイマーが終了するとア5—ムが鳴リ 
自動的に通雲が切れます。 


点な 


を jH ヒータ ー 
残 IJ) 

しい广1 
产い U 


を IH ヒータ I 


I 义力 

。時間10がに設定した場合） 



左ち ヒーター 

ラジェント 
_ヒーター_ 
在ち ヒーター 
ラジェント 


時間設定時の刻かち _ 

1〜30巧 まで11巧刻み 
30巧〜 1時間まで 5分刻み 

1〜5時間まで 10分刻か 

1〜99分まで 1分刻み 


义力 

たットでさる時間 

8〜3 

1巧〜3時間 

2〜1 

1分〜5時間 

強•や•弱 

1分〜99巧 


4 調理が終わった6 

「左ヒーター調節つまみ」を押し込む 

► ヒーターの 通電が切れます。 


タイマーをお消ずときは、本イ本 
操作部の嫂)(タイマーキ ー) を 
巧して < ださい。 


電源スイ、シチを切る 
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2 m I がた 

ヴリル調理をずる前に^ 


白お巧巧タニューとみき沉 巧の百まつ *5 •苗設肪ミミ三だ， 


C ''-— 巧な)《 
にュー 、一 -—_ 

©巧 

@觀ブが:， 

@巧 

[さ M ま] 

g さん S 

画：設* 

1 乂の]•巧じ 

1 ま魚^いさ^ 

つけ巧さ 

I つけ10夕 i- - 


■巧 U 巧を 
•みそ»け 

[乂6めの 1 ■みそ灌け 
L み J •こ5じ满け 

みリんづけ 

广身 1 * さんま 

1 うすしが〇| •ルホじ 



巧♦•千な 

( 4- T 1 ^ ' T > 1 

よ<お«したモ wl 
ししやを 

卜《わ OXD] •巧•さば 
( 巧ジ A 1 ■« お 

•あじの W さ 
■巧レイ ー a 干し 

1を W •をお 

1 巧り如•まば 

1 yj 巧,/十 W ) 

か魚 

かさい干巧 
いわし丸干し 


— 

- 


C 手動 M 巧の义力） 


' 表示 

火力 

义 

2050W 

や 

巧 

。〇 0W お3 

850W 相当 J 


♦巧度巧がは， wa 巧の - 乂まさ-ななどによって K な0ホ T* 
«け R をを見なが6义巧や nflB 餐 BMD レて < ださい， 

♦HI ■やは义如! rtlWSIMI でヒーターぴついた U 消えた U しま T が 
か师では巧ツ«巧ん， 

♦>« 中でわ火たの*■はで S ま 

*W し<はだ■のクッキンヴブックそ參頻レて<だちい， 


饒網に魚を因<前に 


■ヴ IJ ルが謂に油を巧 <这る 

巧 W は*などげ< つつ*に<<なるよろにフジ 
秦コートな1エを巧してい*ザが、巧巧否化や A 
の gs によつては、くつつ S やす<な5導さが 
A りをすので««にぶそ *<* つて<ださい， 
巧 S 上が0巧、 M だが度19にけ着レに<<、巧 
リ化しがすくな 9* す， j 



巧をがゾ出すとさ 


■はしをヴリルな巧と平巧に入れ、 
熱を度<待ち上げる 

煩«にけ着レた魚6なびし S す， 

巧き上びる前に A をプ6すとヴ U ル flUf? にか 
しに<<なす • 
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■ヴリルとびらを水平にゆっくり弓芭出す 

止まるまでいっぱいに引き出すと、グリルとび 
らだけが下がります。グリル受け皿は水平のま 
ま止まリます。 



■ヴリルとび6を両手で持ち上げて引き出す 

グ U ル费け皿のみを取タトすと、グ U ルとびらが 
落下してけがをしたり、器具を破損ずる原因に 
なリます。 





■調理中に開けたとま 

• 加熱は一時停止します。 

• グリルとび6を1が iU 上開けた場合は、ア 
ラーム（ピビビ…10秒間）が鳴0、まての 
動作を停止します。 


■調理を開始するとさ 

• ヴリルとぴ6が開いた状態では加熱しまだん。 
•グリルとび5を閉めると、自動的に加熱を 
開始します。 


閉め客; 


グリルとびち 


おミ日らだ 


•調理を開さ台してしば6<の間は、前回の調 
理 でヒーターに 付いた脂が加熱されて、 に 
おいや煙び出ることがあリます。 

•調理中、魚の脂などが下ヒーターやグソル 
受け皿に落ちると、においや煙が出ること 
があ1：)ます。 

•調理中、辆媒用ヒーター（庫内輿側）びつい 
たリ消えたりしますび故瞎ではあリまだん。 

•調理後、脱煙フイルターに付いた脂を焼き 
切るため觸媒巧ヒーターと排気ファンが、 
約5分間作動しまず。 

排気□か6出る熱風でやけどをすることが 
ありますのでご;’ま意 < ださい。 

•調理後、電源スイツチを「切」にしてもヴ 
リル庫内の温度が高いため、ファンび回る 
音がします。 

•ヴリル使巧時は、をちヒーターの最大义力 
を自動的に乂力「7」 (2kW) へ制御します。 

•ヴリル調理中、ヒーターの熱で庫内の金属 
部分び膨張-収縮して音がすることがあり 
ます。 


]r 么;主意 


•グリル使巧時は、必ず換気扇をご使巧<だ 
さい。（調理中、排気□から煙が出る場さが 
あます） 

•自動調理中は、ヴリルとび6を開けないで 
<ださい。（焼言色がうすくなる場含があリ 
ます） 

♦脂のをい魚を焼いたと言は煙が多いため、 
調理後30秒程度待ってか6グリルとび6 
を引き化して < ださい。 

• 調理中、調理後しば6くは、ヴリルとび6部、 
排気□周辺の》卜枠やトッププレート等が高 
温になっていますのでご注意<ださい。 

• ヴリルとび6周辺か6煙が水蒸気が漏れる 
場合があリます。 

( ヴリルとび6を奧まで確実に閉めてくださし、） 
•ヴリル使巧時は、ヴリル受け皿にたまった 
脂巧や食品かすを必ず捨ててご使巧くださし、。 

( 前の食品のにおいが巧くことがあリます） 

•自動湯沸し中は、総消費電力を4800 WLU 
内に抑えるため、ヴリル調理は使用でさま 
せん。この場合は、湯沸しを通常加熱で行 
ってください。 








A 使いかた 

2 今 ' u ル（自動 i 


白動調理 


ヴ U ルとラジェントヒーターは同時使巧できまだん 


準 備 


♦ヴリル焼さ網をたツトして魚を載せる。 


電源スイツチ 


お好かでコツプー杯のか （200 m !) 
を入れても使巧で言ます。 

(煙が少な<なります） 


♦グリルとび6を奧まで確実に閉める。 
♦電源スイツチを「入」にする 


ムご注意 J 錢 ly 誠垂潮 ife 觸臟飄^^ B^%-l 


天面巧作卽 

(ヴリルタニュー選がキー）をす甲して 
タニューを選ぶ 

► 乂ニューは自動的に 慢焼き I に入る。 
►押すごとにイニューが密ねる。 

. -自動- . 



〔奥まで押し込む I 


(天面表示部） 


ヴリル 


点灯 


ラジェント 

@ 


グ IJ ルタ ニユー 


•白が- 


姿焼き] ►[つけ焼き切身/干物を►「切」 ] 

各タニューとも焼ま加減は「標準 （ 表示消灯)」に入る。 


脚 


、空烧き 


つけ巧き切き/モ间手動 

0 0 0 


C 天面度作部） 

@み輕) 

(ヴリルタニユ-選}肿づ 


2 @(义力調節キ -） で焼き加減を選ぶ 

► 押すごとに焼言加減表示（点滅）が変わる。 


ヴリル/ラジェント グリル/ラジェント 

(天面表を部） 


点灯 'If 


!"► ; 標準！ > 

-強 ► 

弱-! 


1 


1 读示挪了） 

点滅 

点滅1 

(义力「標準」の場合） 



巧面操作卽 

3 @ (ヴリル操作キ ー） を押して調理ずる 

►をタニューの設定温度に達すると残0時間を 
表示する。 

►残リ時間は1巧刻かで減リ、1分 LU 下は秒表 
示に変わる。 

4調。理が終わった6 

ヴリル操作キー）を押ず 

►調理が終了するとアラームげ鳴口、き動的に 
通電が切れます。 


(义力「強」の場合） 


グリル/ラジェント ヴリル/ラジェント 

(天面表示部） 




(巧口時間5分の場合） 


違中で自動調理を取消すときは 
ヴリル操作キー）を押し 
て < ださい。 
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電源スイツチを切る 














手動調理 


ヴリルとラジェントヒーターは同時使用で言ません 


天面操作部 

1 (夕苗（ヴリルタニュー選がキ ー） を押して 
CH ] 乂ニューを選ぶ 

►押ずごとに乂ニューが変わる。 

1 - 自動——— ~~ ■ 

ド 「姿焼き j ► r つけ焼き I ► I 切身/干物 ) ►障動 I ► 「切」 


•义力は自動的に「強」に入る。 

巧面按作卽 

2 @(义力調節キ ー) で义力を選ぶ； 

►押ずごとに义力表示（点減）が変わる。 

ホ強 ► 弱 ► 中 T 


• 調理中でも义力の変更ができます。 

天面沒作即 

3 © (ヴリル操作キ -） を押して調理する 


グリル 




ラジェント 

© 


グ U ル乂ニユ • 


姿焼きつけ巧き切身/干物手動 ^_ L 

〇 〇 〇 ♦< 点な 

_ 了 

(グリルイニユー選巧表示ランプ） 


ヴ IJ ル/ラジエント 


弱中点很 
(天面を巧部） 


ブ IJ ル/ラジエント 


タイマーを使ラとき 


本体操作が 


I ©け 

I 「ラジェ 


(タイマ—キ ー） を巧す 


■「ラジェントヒーター調節つまみ」を押ず 

►調節つまみが化る。 


強^=;点の\ 


(义力「強」の巧を） 


它ツトでさる時間 
1巧〜最大29分 


■調節つまみを回して時間を設定ずる （f ,飞喊が;；； 

►設定した時間の表示をします。 （1 巧刻みで設定） \ Jl / 义力 

•残り時間は1分刻みで減リます。 強 

1分切下は秒表示に変ねリます。 - C 7 巧を設定した場合; 

•タィマ-が S 了するとァラ-ムが鳴。、 戴*でタイマ-調理を胁肖すときは 
自動的に通電が切れます。 (タイマーキ ー) を押して<ださい。 


グ U ル/ラジエント 

I 残り 

iL n ~t 

U I 


回ず 


(7 巧を設定した場合） 


A 調理び終わった6 

1天面操作卽 

@ (ヴリル操作キ -) をま甲ず 

► ヒーターの 通電が切れます。 






標準モード 


■本システムの音声ガイドは、あくまでも補助的な機能でず。 

まをにご使巧いただくためには、この説日ち書のミ主意事頃および操作方法をよくお読みのラえ、 
お使いください。 

■本システムの音声ガイドは r 標準モード） または [ 

製品出巧時は广標準モード^に設定しています。 



1 電源スイツチを「入」にする 


ク 「ラジエントヒータータイマーキー」を 
L 約 3 秒間押ず 

〇 「ラジエントヒーター調節つまみ J を 
q 回し音量を設定ずる 

「1」〇「2」〇「3」) 

音產小 標氧 音置大 J 

• その後「ラジエントヒー ター タイマー 
27 キー」を再度押す し 


C 音声ガイドの設定を変更ずるとき 
1 電源スイ、シチを「入」にする 

ク「をヒ ーター タイマーキ ー J を 
仁 約3秒間巧す 


► 音声ガイド設定ランプが消な。 

1 いの f ミま意モード 
^い。「訴ガイ巧 


「音声ガイドを停止します」 


►再度「ちヒータータイマーキー」を約3秒 
間押すと音声ガイド設定ランプが点:な。 


い@ 


r 標準モード I 
「音声ガイドを開始します」 


厂 ミ主意モード ) ^__ 

• ご使雨中に安全機能が働いて I ― 操ィ^ 

器具が停止する場合の確認•点 •加熱開始 

橫事項を音声でお知6だします。 h 。 丄 

•加熱中 



f m if 

音声方‘イド 1 

♦加熱開始 

ちヒーターの湯沸かし加熱を開始します。 

•如熱や 

揚げ物ミ届度が適短になリました。調理物を入れてくださし、。 

• □ツク中 

チイルド□ツク中でず。 

广•加熱終了 ' 

ヴリル調理を終了しました。 J 


いびし 
いよだ 
使お6 
お項巧 
に事お 
全意で 
安注声 
<の音 
しめを 
正た内 
を <案。 
具だ作す 
器た操ま 










使し、かた 

チヤイルドロック•ラジェント□ック 




•小さなお子様のいたず6防止や誤操作を防ぎます。 
• 使南中チゎイルド□ックを設定するとをヒータ ー 
の「切」*電源スイツチでの「切」操作ムソタトは、 
操作でまな< なリます。 


、 ラジェント□ツク ） 

• やけどや誤操作を防ぎます。 

•ラジェント□ツクを設定すると、ラジエン 
トヒーターのみ使用できな<なリます。 


電源スイツチ 



□、ジクをずる とき 

電源スイ、ジチを「入」にずる 




〇 ■チたイルド□ツクは「チゎイルド 
□ックキ ー 」を約2秒間押す 

•チトイルド□ックランプが点巧。 

• 調理中でも□ックの操作ができます。 

• □ック中でも調理が終了して备ヒーターの 
「切」操作でヒーターへの通霉が切れます。 


圆亟源因 

5ジェント日ツク 

• 0 

— I チ1>ィルド072_ I 

点巧 >• を秒間巧す 

-1 


■ラジェント□ツクは「ラジェント 
□ックキ ー 」を約2秒間押す 

• ラジェント□ックランプび点む。 

• ラジエントヒーター使巧中でも□ックの操 
作ができます。 


チゎイルド □、ジ ク.ラジェント□ックは電源スイッチを 
「切」にしても□ツクは辭除でさません。 




回電源因 



C ロックを解除ずるとき ) 

1 電源スイ、ジチを「入」にする 

2 ■チトイルド□ック解除は「チゎイルド 

□ックキ ー 」を約2秒間押す 

* チトイルド□ックランプが消灯。 

■ラジェント□ック解陈は「ラジェント 
□ックキ ー 」を約2秒間巧ず 

• 5ジェント□ツクランプが消な。 
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点な•おま入れ、惟 

おま入れ 


安まじお使いいただ < ためな樓•おを入れをして < ださい， 


A ま意 


をプ«1«を巧 U 、 ica 注 寒 x 示が巧えて 
かろ6つて < ださい. 

|# RO に水が入 6 A よクな寒して < ださい， 


夕つシ、を■夕つシやベンジン、シン:*■一は任 
«しないで<ださい.（巧面を a つけ*す） 
巧を入れは.こ任巧のにびに巧つて < ださし、 


よ表^^狡詞 


-が巧□たパー 


丰傳からホし、水巧いをした後、おいた 
巧ろかい巧でホ#1€み《取つて < ださし、, 
お芋入口 ft はをず丰 A に G ットして< 
ださい， 





•ツブプレート <天面推1申巧も啸 《) 


( 巧 L 、 巧れ つ 

议クにホ S んでみ 6 W クて < だすい. 


、 巧巧れ . 


«巧円中巧ホ«でみ*圧!つて < ださい • 
■な • アルたゾ A の g いホ巧 K 31白执など） 
は巧わないで < ださい •（ か。 m 田) 


»ジに<い巧れ 





ヴリル朗 


本が巧面 _ 

«めた台 W 巧中な巧 W でふ 6 K 
て< だをい， 

<巧■ザると巧れが巧り 


供巧旣 


«いた巧わ6けい巧でふを»クて<だちい, 
am •アルわリ巧の？！い化刑は值。ないで< 
ださい， 【 S をの巧ほ） 


巧田の巧ぶらなべ 


この巧ぷらなべには「げか»義如エ」モ巧レていた才 • j 

• iW めた e 巧巧やけ满 JH とお*で巧つ T < だろい. 

* に〇しやみが S お（クレンブー）は巧巧しないで<ださい， 

{ M がはが〇ます） 

• «べ巧の||任口巧11«151つて<だちい， 

(巧 il モ正し< コント〇—ルでをむいことが巧り S ず） 
*巧ぃ1|ゎってたぃた6<^ぺの巧«に»く9用巧モ»って<だちし、（ちび々ことが®ジます) 



しに tt •が 
































屈:^^ 纖誦 


ヴ u ル 


C ヴリル庫内（フッ素樹脂加工）） 

ヴリル部を取化し、庫內底面の油巧れをふき取っ 
て < ださい。 

•庫内の;'ちれがひどいときは、絞ったふ苦んで 
軽 < ふ言取って < ださい。 

•強くふきますと塗装が傷むことがあリます。 


グ U ル庫巧 



( ヴリル受け皿（フッ素 樹脂加工り 

庫巧か6取出し、ヴリル受け皿にたまった脂 
巧などを捨ててください。 

• 薄めた台所巧中性洗剤でふさ取ってください。 
•スポンジのナイ□ン面は使わないで<ださい。 
(表面を傷付けることがあリます） 

( ヴゾル焼網（フッ素樹脂加工）； ） 

かに浸け、巧れを湿6だてか5薄めた台所巧 
中性洗剤とスポンジで巧つてください。 
•スポンジのナイ□ン面は使わないで<ださい。 
(フッ素樹脂加工がはがれることがあリます） 


ク IJ — ニンヴのしかた 


■脱煙フイルター（プラチナ軸媒）にはし、た 
脂巧を焼き切 IJ まず。 

• 脱煙フイルター（巧蘭)は自動でクリーニンクずるので 
通常のお手入れは必要ありまだん。 

•10 回程度使巧のたびに「クリーニンヴ機能」でお手入 
れをして < だまい。 

■ヴリル受け皿、ヴリルとび6を洗い本体に 
組み込む。 

• グリル焼網はたツトしないで < ださい。 

焼網のフッ素樹脂加工を傷めます。 

I . — 

( J ) 電源スイツチを「入」にずる 

_本材:拐巧卽 

(2) ro ^'^( ヴリルクリーニンヴキ ー） を押す 

►ヴリルクリーニングランプが点灯。 

•約10分で自動的に終了し、通電を停止しまず。 

• ヴリル庫巧が高温の時は、グリルクオーニングを 
連縮して使巧で言まだん。 


違中でお消すときは、 ( SK ヴソルク 
I リーニンヴキ ー） を押してください 。 J 




C ご注意3 




電源スイッチ 
.本体操作部 



ク IJ— ニングランプ 
ヴリルクリー ニンヴキ- 





(本体操作部） 


■クリーニンヴ中はヴリル庫巧の脂分を焼言切るため、煙が出る場合があります。 

必ず換気扇をご使用ください。 ^ 

•クリーニンヴ中はヴリルとび6周辺や排気□周辺のトツププレートが高温になっていまずので 
ごミ主意ください。 く 










点檢•お手入れ、他 

づ お手入れ ををにお使いいただくたゆ点検•お手入れをしてください。 


( _ヴリル部の取外し-お付け ） 

■お手入れは、電源スイッチを切9、ヴリル部がちえてか6行つて<ださい。（やけどの原因） 
■グリル卽を取外すとき、ヴリル受け皿を落とさないよラにミ主意してください。（けがの原因） 



1ヴリルが巧えてから止まミまで水平に弓倍出し 
I 斜め上に引言上げてタトす（両手で引き出す） 



3 ヴリル受け皿巧の下側に手を回しヴゾル 
とび6のネ反バネを押さえる 




A ヴリル受け皿梓の左ちのツ乂をヴリル 
I とびらに差し&む 



2 ヴリルとび6を矢 EP 方向にカチツと音が 
するまで動かず 



〇ヴリル受け皿とヴリル焼網を載だる 


♦グ IJ ル受け皿は 
「テマエ J と表示して 
ある方をヴリルとび6 
側へのだる 

•ブリル焼き網の前脚を 
グリルとび6側へのせる 



4 ヴリルとび6をヴ U ル受け皿巧側に倒す 
よ5にずると、ヴリル受け皿梓の左ちの 



4科め上か6はめ込み奥まで押す 



し;圭后 、 J 

• グリルとび6は、本体に密着するまで確実にたツトで言るか 
ご確認ください。 

すままがあると、グリルとび6か6煙が出たり、自動調理が 
ラま < で言まだん。 
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- \ 

コ 

グ U ルとび6 

I 密着)一 


/ 

本が一 

—• 

D 









■をち ヒーター 

~iTi] rr^ UM SS EM 

剖 [Fill 

■ヴリルヒータ ー■ ラジエントヒーター 

圃国國国画四固画画画 

■製品を体 

[5^ [5^ [5iS \S^ \Sj^ [5^ 

切上の表ををしたときは、再度通電を行い、同じ表示が出た6、お買い求めの販売店に 
ご連絡ください。 



点檢•お手入れ、他 

かの表示がでたとき 


■安を機能が働<と「ピピピ •• 
表示巧客をご確認 < ださい。 


‘」とアラームび鳴つて、次の表示でお知6だします。 



做 



温度過昇防止（揚げ物•場沸かし調理) 

• 油量やか量が少ない塌含や、なべが空 
焼きでなべ底温度が異常に上がった。 


• なべ底やトツププレートに異物やミち 
れがこびリ巧いている。 


ヴ IJ ル異常高湿お知 

• グリル庫巧の発义などで温度が異常 
に上がった。 


揚げ物異常検ミ日 

• 付属の天ぷ6なべと異なるなベで揚 
げ物調理をしに。 


排気□目詰りお知 

•をちヒーター使箱時に、吸•排気口 
カバーを ふさいでいるため、本体巧 
卽の温度が离くなった。 


なべ無し白動 OFF 

• なべを置いていない。 


• 使用中になべを外した。 


• 使えないなべを使っている。 


I 油量や水量は、定量 iU 上で 
調理を巧ってください。 


• 異物やミちれを取リ除いて< 
ださい。 


• すぐに電源スイッチを切って 
<ださし、。 

•炎が消え、温度が下がって 
か6グリル庫内を掃條して< 
ださい。 


• 巧属の天ぶ6なべをご使巧 
<ださい。 


の*排気□カバーをふさい 
でいるものを取リ陈き、お 
手入れをしてください。 


•なべを置いて < ださい。 


• IH ヒーターで 使えるなベを 
ご使巧ください。 


表示内容を確認した6、電源スイツチを「切」にして処置を巧ってください。 



















A 点檢.おま入れ、他 

义敬膚かな？と活、つたら 


古女障と思5前に、つぎの内容をお調べいただき、それでも直らないときは、使用を 
中止し、電源スイッチとブレーわ一を「切」にしてお買いホめ先にご連絡くださし、。 




_ 症 状 

調節つまかまたは 
キーを}甲しても通 
電しない 


ラジェントヒー 
ターまたはヴリル 
が使えない 


IH ヒーター 調理中 
に光るパワーサイ 
ンが「ホ色」で点 
減している 


専巧回路のブレーカーが落ちている。)亡こ>1 
電源スイツチが「切」になつている。)こ^>1 
チ " t ^イルド□ツクしている。 I に!>1 


調節つまみがおにままの状態で電源|巳|> 
スイッチが「入」になつている。 


ラジエントヒーターとヴリルまたはヴリ 
ルクリーニンクを同時に使おラとして 
いる。 


ラジェント□ツクしている。 


□巧•排気□わバーがふさがれている。|〇> 


• ブ レーカーを 入れてください。 

•電源スイッチを「入」にしてください。 

• ロックを解隐してください。 

^(が28ぺージ参照）_ 

• 調節つまかを1度押し込んでから再度 
電源スイッチを「入」にして<ださし、。 
_ (が 1已ぺージ参胆 ,） 

• 同時に使えまだん。 

どち 6 かの ヒーターを 使い終わつて 
けら' もラー方をご使用くだをい。 
(因*11 ぺージ参'昭） 


C ^\ • □ックを解除してください。 

レ > A A . A ^ K. 


(巧 28 ぺージ参照） _ 

の.排気□カバーをふさいでいるも 
のを取リ餘いてくだをい。 

吸-排気□カバーにたまつているホ 

号指雲 ； r ;り,, 


IH ヒーター調理中 
に光るパワーサイ 
ンが「録色」で点 
獅し、約^分後に 
消巧する 


なべをのだていない。 


|[7^1 •なべをのだて < ださい。 


使っている違中で、 
ピピピ… （10 秒間） 
と アラー ムが鳴リ 
通電が切れる 


IH ヒーターで 使えないなべをのせて [ lC > 
し、る。 

使用中になべをタトした。 jlZ^I 

I 使用中になべの位置が大きくずれた。 I 亡 ^I 

なべ庭の直径がルさかつた。、なべ直'|[7^ 
がそっているなベを使巧している。 


•最終キー操作後一定時間が過ぎると[1> 
自動的に遥電をイ亭止する。 

X 切り忘れ防止機能 
IH ヒータ ー: 約 45 巧 
ラジェントヒーター:約 45 巧 
ヴリル：約 30巧 


1 H ヒーターで使えるなべに入れ曾えて 
ください。（砲 *9 ページ参照） 

なべを IH ヒーター中央へのだて<ださし、。 

I なべを IH ヒーター中央へ置き直してください。 

I なべ底の直径はに〜 26 cm のもの 
でなベ底のそリが 4 mm 下のもの 
をご使用ください。 

(应 *10 ぺージ参照）_ 

>再度キーを操作してください。 
長時間の煮化みにはタイマーをお勧 
めします。 

(画 *22 ページ参照） 






なべ底のそりが 4 mmJ ： rF の电のを 
ご使用ください。 


4 mmiU 下 


.A2J 


• なべやトッププレートのお手入れを 
してご使用ください。 

■ 使えるなベをご使巧<ださい。 

(防9ぺージ参照） 


*±なべは 「 IH 用」と表示していても 
使わないで < ださい。 

(@9ぺージ参照） 


• 'か'め物や油調理は、义力「8」を使巧しな 
いで、义力 「7 jl •ソ下で調理してください。 
• 炒め物-焼き物の予熱時剧ま長くしない 
で調理して<ださい。 (1-2 巧で巧巧） 


♦もつ一度、調節つまかによリ 、火力 
「8」にして<ださい。 


• 义力 「8 j との同時使巧はでままだん。 
この場さは、义力 「8 j を単独でご使 

く^すぶ^し、 

♦ヴリル使巧時またはラジエントヒー 
夕一使用時は、をちヒーターの最大 
义力を自動的に乂力「7」へ制御し 
ます。 

(巧16ぺージ参照） 


* 左ちヒーターを同時に使巧ずる場合 
は、あとか6使巧されたヒーターの 
最大乂力を自動的に制御しまず。 

* 総消費電力を超えないよラにするた 
め 、在ちヒーターの义力を自動的に 
制御します。 

(@16ページ参照） 


* そのままご使用ください。 

なべ底温度が下がると自動的に义力 
が強 < なります。 




左ち ヒーターの 乂 
力「8」が使用で 
まない 


•炒め物調理などして、なべ底温度が異 
常に上がり、自動的に义力がコント 
□—ルされた。 

《温度過昇防止機能 


•をちヒーターの义力 「8 j と「7」を 
同時に使お5としている。 

「乂力「8」 .3 kW 1 

L 义力「7」 .2 kW 」 

• どち6かが揚げ物調理中に使おラと 
している e 

• 炒め物や油調理をした直後など、 
トツププレートの温度び离いとまに 
使おうとしている。 


• をヒータ ー. ちヒーター.ラジェント 
ヒーターを同時、またはヴ IJ ルを同 
時に使おうとしている。 


左ち ヒーターの 火 
力「8」を使雨中 

• 使巧時間が 10 おを超えた。 [ 

に义力表示が変更 
をれている 

•炒め物や油調理をしたため、なべ底 [ 
温度げ高温になつに。 


点検•お手入れ、他 
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点検•おを入れ、他 

ろが障かな？と思ったら 




が障と思5前に、つぎの巧容をお調べいたださ、それでも直らないときは、使巧を 
中止し、電源スイッチとブレーカーを「切」にしてお買いホめ巧にご連絡ください。 



淀が 

原 因 

姐 置 

1 


IH ヒーター使南中 
になべか 6 音がす 
る 

•なべの種類により、磁力線がなべ自 
体を振動させるため、その振動で発 
生する。 

異常ではあ 0 ません。) 

ノ 

〇 

•なべの位置をず 6 したり、置き直し 
てみてください。 

音が止まることがあリます。 

• なべ底の薄いなべは交換ずることを 
お勧めしまず。 


• なべ庭の薄いなべやホー□-の密着 
びち<ないホー□一なベなどによっ 
ては「ブーン J や「ジー」などの音 
が発生することがある。 

また、取っ手に振動を感じることが 
ある。 

り 



異常ではおまだ■ん〇 


' 


♦左ちヒーターを同時に使用したと 
ま、なべの種類によっては「キーン」 
といラ共鳴さび発をずることがあ 
る。 

これも、磁力線によりなベび振動す 
るため。 

な 

♦なべの位置をずらしたリ、 置 さ直し 
てかて < だまい。 

音が止まることがあ口ます。 

• をちいずれかの乂力を調節して<だ 
さい。 


0 異常ではお U まだん。) 







電源スイッチ「切」 
にしてわ音がする 

• 器具本体内部の部品を冷却している 
フアンの回転音。 

異常ではあ 0 ません。) 

ソ 

〇 

• そのままにしてお言まず。 

しば 6< すると自動的にとまります。 

グリル使雨中にグ 

U ル庫巧か 6 音が 
する 

■ 金属卽品び加熱*巧がによ口膨張- 
収縮して「ボコツ J や「チリチ U 」 
といラ音が発生ずることがある。 

J 

り 

•が障ではあリまだん。 

そのままご使用<ださい。 

一 墨''--一 

グリル調理後、運 
転音がする 

• 脱煙フィルターに付いた脂を焼き巧 
るため軸媒用ヒーターと排気フアン 
が作動ずることがある。 

〇> 

■故障ではあ U まだん。 

(1^24 ページ参照） 




症が 

原 因 

処 置 

音声ガイドが間こ 
えない 

•音量「1」（か）にしている。または 
音声ガイドの設定を「を意モード J 
にしている。 

〇 

• - 

• 音声ガイドの設定をご確認ください。 

C 防 27ぺージ参照） 
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. 丰巧推巧巧で I •作レて < ださい， 
<■14ぺージ #«) 


I «手で»ホ f レて<ピろい. 


‘巧れか K . sm % 苗’)*し、てくださ、、 
>■> スイッチ«巧ウ、 SKX ス 
イッ ♦* 入れ■レて < だるい* 


側み y 


ヴソル脚 ■!! がい ‘I 

る， 

ブソル]*巧で H 火おどげ«こん*! 
度が||霄に上 g しにた度， 


つ夕の化函《レて<たちい* 

のずぐに M スイツそ*巧る ！ 

(2)«> nmoft バーの &« ( ヴリル j 
巧）れにタオルでみさ < I 
なフ レーた一を 巧る [ 

)11 巧が*えろ»でヴソルとひろを 
II けない 

@巧が巧文、 *« が* F がってかさブ 
。山そ im する 


グソル«巧やに巧 I 
を□から g だ化る， 


gift Hid してしげる< の n . 两曲 
の IW でヒーターに巧いた* I がの« 

されて、 g グ扭 S ことげ 《«. 

f 属,では•。，だん j 

無の sv どザヒーターの上などに ■ ここ> 
11115ると、巧に巧が化る 
ことヴ 


MtTV よ ; KOC けん - 


その**こ»«<だ ft 、 

ヴ UK / 巧巧巧は、を7推&«モ 
用 <だ6い* 

<•24ぺージ ♦«) 


せ詞 


やかんやなぺの材顏 • ホ屋.水漏な 
どによ0、お»ろだア5—むが早< 
なつたリ通げ r > ることジタん 


やびんやなぺのか ■ t を3—度こ磯 
反 < だまい. 

(―巧ぺージ #«) 


夕一が;3巧的に巧 
<なつたジ、巧无 
にりする 


•巧火で侵巧早は、ヒ—夕 ■ 
巧も stt で巧い火力 t コン 
ルしている， 


m ではん 
























点横•お手入れ、他 

アフターサービス 


保証書と保証について 


♦この機器には別添の保証書が付いています。 

保証書は、お貢上げの販売店名.お買上げ年月曰などの記入をご確認のラえ、內容をよ<お読かいた 
だいたあと、大切に保管して<ださい。 

♦保証期間は、お買上げ曰よリ1年間です。 



修理を化頼されるときは 

i ___ 

♦ 33 〜36ぺージの「巧晴かな？と思ったら」の項を見て、もラー度ご確認ください。 

確認の〇え、それでもで都台な場合、あるいはご不明な場合はご自巧で修理しないでお買上げの販売 
店またはもよりの「お客様ご相談窓口」（别紙）にご連絡ください。 

1. 品番及びが晴まには異常の内容（できるだけ詳し <) 

2. ご住所、お名前、電話番号、道順（できるだけ詳しく） 

♦保証期間中の修理 

保証書の記載内容によリ、一定期間、一定ま件のちとに無料修理いたします。 

詳しくは、保証雷をごらんください。 

♦保証期間が過ぎたあとの修理 

修理によリ使巧できる場合は、お客様のご養望によ口有料修理いたします。 

詳しくは、お買上げの販売店またはもよ口の「お客様ご相談窓口」（別紙）にご相談ください。 


補修用性能部品の保有期間_ 

•この IH クッキンヴヒーターの補修阳性能部品は製造巧切リ後、6年間保有しています。 
♦補修用性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な卽品です。 


ア フターサー ビスのお問い含せ 

♦修理に関するご祖談ならびにごホ日月な点などは、お買上げの服売店またはもよりの「お客様ご相談窓口」 
(別紙）にお問い合わだください。 
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TBH —44 TAW (60 cm タイブ） 
TBH — 44 HTAW (7 5 cm タイプ） 


■各ヒーターを最大乂力で同時に使った塌合 
総電力量を 4800 WLU 内に抑えるため、左ちヒーターの最大火力を自動的に制御しまず。 


1個（追加購入の場合は、型番： 1 H - N 1 をご注文くださし、。 ) 

1冊 
1冊 
1冊 
1巧： 


お客様ご相談窓□一覧1枚 


付 


3 極 250 V 30 A (1 極接地) 


3.5 mm 2 3 おキトブタイわケーブル 0.6 m 


火力：「強」-「や J . 「弱」…… 1 か〜 29 お 


乂力：「強」•「中」-「弱」……1お〜99好 


ラジ：[ントヒ-夕 - 


〜 「1 j . 1分〜目時間 


火力: 


〜广 3」 . 1 か〜 3 時間 


火力: 


左ち ヒーター 


140 〜 200 で- 7 段階銅節（をちヒーター） 


揚げ核!湿度調節(約) 


巧 

加 


22 kg 


21 kg 


室重曇(約 


62 mm 


ヒまでのちさ縱 ) 


幅 220 mm X 奥巧 283 mm 


大きさ（約) 


グリル 
焼網 


幅740 mm X 奥行目 65 mm X 富さ 240 mm 


幅己 98 mm X 奥行 565 mm X 高さ240 mm 


tzD (電源スイツチ「切」のが態) 


待機時 


2050 W (850 W 巧当〜 2050 W • 3 段階調節) 


ル 


300 W 


触媒巧 ヒーター 


1250 W (350 W 相当〜に已 0 W • 3 段階調節) 


ラジェント ヒーター 


3000 W (120 W そ目当〜 3000 W • 8 段階調節) 


3000 W (120 W ネ目当〜 3000 W • 8 段階調節) 


ち ヒーター 


4800 W 


単巧 20 0 V (50-60 HZ 共巧) 


IH -332 HTX ( B ) • IH -332 HTX ( S ) 


IH -332 TX ( B ) • IH -332 TX ( S ) 


トツプブレート幅 7 已 cm タイプ 


ツブブレート幅 60 cm タイプ 


IH クッキング ヒーター 


•お手入れ、他 

様 


点検•お手入れ、他 


調理タイマ— 



































愛情点巧 


★長年ご使用のクッキングヒーターの点検を./ 



こんな淀がは 
あリまだんか 


• トツププレートがひび割れた。 
•異常な臭いがしたり、煙が化る。 
•運転中に異常な音がする。 
•巧がフアンが回6ない。 

• その他の異常や故腾がある。 

♦ ときどきブレーカーが落ちる。 



W 上のよラな症がのと言 
は、使巧を中止し、さた障 
が事故防止のため、必ず 
お買いホめおに点検をご 
ネ目談 < ださい。 


•お客さまメモ 


’お買い上げの隐に記入しておいて<ださい< 
修理などをイ衣頼されるとまに便利です。 


お買い上げ年月日 
お買い上げ巧売店を 


電話 （ 


株式舍なこ歴 0"#" 

本社:•工場〒 955-8510 =条市まが保 7-7 


TEL (0256) 32-2111( 大代表） 
ネ自晓工場干945 • 0817巧崎市ま町2 - 58 

TEL (0257) 23-5175( 巧表） 
長岡工場干 940-1146 長岡市下を巧倉ノ浦1069 

TEL (0258) 22-2 に1(け表） 


ち巧配をを1〇〇%巧生巧を巧巧しています。 

•この印刷巧は帕物性大豆インキ巧®用しています。 


3 RG 6 P 103 - 〇朗00 (0702-00) 











